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市議会の新しい市議会の新しい
体制が決まる体制が決まる

３名の議員が立会人となり、議長選挙の開票が行われました



副議長
大　山　利　吉

議　長
古　谷　武　美

議
会
の
構
成
［
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
］

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

新
し
い
議
会
構
成
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
10
月
13
日
に
第
２
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
議
長
と
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

単
記
無
記
名
投
票
の
結
果
、
古
谷
武
美
議
員
15
票
、
渡
邉
秀
俊
議
員
８
票
、
佐
藤
文
子
議
員

１
票
と
な
り
、
古
谷
武
美
議
員
が
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
副
議
長
は
、
立
候
補
者
が
１

名
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
長
の
指
名
推
選
に
よ
り
、
大
山
利
吉
議
員
が
副
議
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の
選
任
お
よ
び
大
曲
仙
北
広
域
市
町

村
圏
組
合
な
ど
一
部
事
務
組
合
へ
の
代
表
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
追
加
提
案
さ
れ
た
議
会
選
出
の
監
査
委
員
と
し
て
、
鎌
田
正
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
大
仙
市
議
会
第
２
回
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
第
13
代
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
古
谷

武
美
で
す
。

　
身
に
余
る
光
栄
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
議
長
と
し
て
全
力
を
傾
け
、
公
正
・
公
平
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
と
議
会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
二
元
代
表
制
の
も
と
、
議
会
は
行
政
に
対
す
る
監
視
機
能
を
し
っ
か
り
果
た
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
長
と
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
重
ね
、
市
民
の
た
め
の
施
策
を
実

践
し
て
い
く
こ
と
が
、
市
政
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
他
の
地
方
公
共
団
体
と
同
様
に
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
安
全
で
安
心
な
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
市
民
の

一
致
し
た
願
い
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
そ
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
職
責
を
全
う
す
る
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
議
会
に
対
し
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
議
長　
古　
谷　
武　
美
）

議
会
選
出
監
査
委
員

　
　
鎌
田　
　
正

議
会
運
営
委
員
会

　
◎
秩
父　
博
樹

　
○
安
達　
成
年

　
　
佐
藤　
文
子

　
　
髙
橋　
徳
久

　
　
橋
本　
琢
史

　
　
本
間　
輝
男

　
　
佐
藤　
育
男

　
　
鎌
田　
　
正

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
◎
橋
本　
琢
史

　
○
青
柳　
友
哉

　
　
戸
嶋
貴
美
子

　
　
佐
藤　
文
子

　
　
秩
父　
博
樹

　
　
安
達　
成
年

　
　
髙
橋　
徳
久

　
　
小
笠
原
昌
作

議
会
改
革
推
進
会
議

　
　
挽
野　
利
恵

　
　
青
柳　
友
哉

　
　
髙
橋　
徳
久

　
　
佐
藤　
芳
雄

　
　
小
松　
栄
治

　
　
本
間　
輝
男

　
　
山
谷　
喜
元

　
　
後
藤　
　
健

議
員
定
数
等
検
討
会
議

　
佐
藤　
文
子　
　
橋
本　
琢
史

　
挽
野　
利
恵　
　
小
笠
原
昌
作

　
安
達　
成
年　
　
佐
藤　
育
男

　
髙
橋　
徳
久　
　
石
塚　
　
柏

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
議
員

　
古
谷　
武
美　
　
佐
藤　
育
男

　
佐
藤　
文
子　
　
橋
村　
　
誠

　
髙
橋　
徳
久　
　
後
藤　
　
健

　
小
松　
栄
治　
　
鎌
田　
　
正

大
仙
美
郷
介
護
福
祉
組
合
議
会
議
員

　
古
谷　
武
美　
　
安
達　
成
年

　
戸
嶋
貴
美
子　
　
小
笠
原
昌
作

　
佐
藤　
隆
盛

秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

　
古
谷　
武
美

民
生
委
員
推
薦
会
委
員

　
山
谷　
喜
元　
　
石
塚　
　
柏

青
少
年
問
題
協
議
会
委
員

　
佐
藤　
隆
盛

都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
佐
藤　
芳
雄　
　
挽
野　
利
恵

　
山
谷　
喜
元
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会
派
の
構
成

常
任
委
員
会
の
構
成
［
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
］

〔
◎
代
表　
○
副
代
表
〕

大
地
の
会
（
８
人
）

　
◎
鎌
田　
　
正　
　
後
藤　
　
健

　
○
金
谷　
道
男　
　
山
谷　
喜
元

　
　
大
山　
利
吉　
　
安
達　
成
年

　
　
佐
藤　
育
男　
　
青
柳　
友
哉

だ
い
せ
ん
の
会
（
７
人
）

　
◎
高
橋　
敏
英　
　
橋
村　
　
誠

　
　
佐
藤　
芳
雄　
　
髙
橋　
徳
久

　
　
古
谷　
武
美　
　
戸
嶋
貴
美
子

　
　
石
塚　
　
柏

新
政
会
（
５
人
）

　
◎
渡
邉　
秀
俊　
　
橋
本　
琢
史

　
○
小
松　
栄
治　
　
本
間　
輝
男

　
　
小
笠
原
昌
作

公
明
党
（
２
人
）

　
◎
秩
父　
博
樹　
　
挽
野　
利
恵

市
民
ク
ラ
ブ
（
１
人
）

　
◎
佐
藤　
隆
盛

日
本
共
産
党
（
１
人
）

　
◎
佐
藤　
文
子

●�

総
務
部
、
企
画
部
、
会
計
管
理
者
、
監

査
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
所
管
に

属
す
る
事
項
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

●�

市
民
部
、
健
康
福
祉
部
、
教
育
委
員
会

事
務
局
、
市
立
大
曲
病
院
の
所
管
に
属

す
る
事
項
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

●�

農
林
部
、
経
済
産
業
部
、
観
光
文
化
ス

ポ
ー
ツ
部
、
建
設
部
、
上
下
水
道
局
、

農
業
委
員
会
の
所
管
に
関
す
る
事
項
の

審
査
を
行
い
ま
す
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会

総
務
企
画
常
任
委
員
会

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
佐
藤 

芳
雄

（
だ
い
せ
ん
の
会
）

◎
山
谷 

喜
元

（
大
地
の
会
）

◎
挽
野 

利
恵

（
公
明
党
）

　
小
松 
栄
治

（
新
政
会
）

　
佐
藤 

隆
盛

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
高
橋 

敏
英

（
だ
い
せ
ん
の
会
）

　
渡
邉 

秀
俊

（
新
政
会
）

　
髙
橋 

徳
久

（
だ
い
せ
ん
の
会
）

　
橋
村 　
誠

（
だ
い
せ
ん
の
会
）

　
後
藤 　
健

（
大
地
の
会
）

　
小
笠
原 
昌
作

（
新
政
会
）

　
金
谷 

道
男

（
大
地
の
会
）

　
古
谷 

武
美

（
だ
い
せ
ん
の
会
）

　
佐
藤 

育
男

（
大
地
の
会
）

　
鎌
田 　
正

（
大
地
の
会
）

○
青
柳 

友
哉

（
大
地
の
会
）

○
石
塚 　
柏

（
だ
い
せ
ん
の
会
）

○
戸
嶋 

貴
美
子

（
だ
い
せ
ん
の
会
）

　
秩
父 

博
樹

（
公
明
党
）

　
大
山 

利
吉

（
大
地
の
会
）

　
橋
本 

琢
史

（
新
政
会
）

　
安
達 

成
年

（
大
地
の
会
）

　
佐
藤 

文
子

（
日
本
共
産
党
）

　
本
間 
輝
男

（
新
政
会
）
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第
３
回
定
例
会

第
２
回
臨
時
会

●

議
案
審
議
●

大
仙
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

第
３
回
定
例
会　
会
期
29
日
間　
８
月
18
日
～
９
月
15
日

第
２
回
臨
時
会　
会
期
１
日
間　
10
月
13
日

　
全
て
の
議
案
名
と
審
議
結
果
は
、
大
仙
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今号では
この中から
３つをPickup

第３回定例会
　専決処分報告………　１件
　人事案………………　９件
　条例案………………　３件
　単行案………………　５件
　補正予算案…………　６件
　決算認定……………１９件
　陳情…………………　１件
　意見書案……………　２件

第２回臨時会
　人事案………………　１件

第３回定例会第２回臨時会

Pickup 1
７
月
14
日
か
ら
の
大
雨
災
害
に
係
る

応
急
復
旧
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
７
月
14
日
か
ら
の
大
雨
災
害
に
係
る
ご
み
処
理
や
浄
化

槽
の
汲
み
取
り
等
の
経
費
の
ほ
か
、
避
難
所
運
営
や
内
水
の
排
水
作

業
に
係
る
経
費
等
に
つ
い
て
、
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

 

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

堤
防
が
新
た
に
出
来
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
水
の
流
れ
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
・
県
と

の
役
割
を
明
確
に
し
て
、
各
樋
門

に
お
け
る
初
動
体
制
を
し
っ
か
り

整
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

各
樋
門
に
お
け
る
内
水
排
水
の
対

応
に
つ
い
て
、
今
後
、
担
当
箇
所

を
明
確
に
す
る
た
め
、
国
・
県
と

の
協
議
を
予
定
し
て
い
る
。ま
た
、

内
水
氾
濫
発
生
の
原
因
究
明
に
努

め
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連

携
し
た
初
動
体
制
の
構
築
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

QA
〈
報
告
第
４
号
〉
専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て
（
令
和
５
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
））

内水の排水作業の様子
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Pickup 3

Pickup 2

内
水
排
水
対
策
の
向
上
に
必
要
な
排
水

ポ
ン
プ
車
や
可
搬
式
ポ
ン
プ
を
新
た
に

導
入
し
ま
す
。

地
酒
の
輸
出
を
行
う
酒
造
会
社
や
ラ
イ
ス
ヌ
ー

ド
ル
（
米
粉
麺
等
）
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取

り
組
む
事
業
者
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
７
月
14
日
か
ら
の
大
雨
災
害
を
受
け
、
排
水
能
力
が
不

足
し
て
い
る
箇
所
へ
可
搬
式
ポ
ン
プ
を
追
加
で
配
備
す
る
と
と
も
に
、

本
市
２
台
目
と
な
る
排
水
ポ
ン
プ
車
を
導
入
し
、
被
害
の
未
然
防
止

や
内
水
氾
濫
の
被
害
軽
減
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

地
酒
の
輸
出
に
取
り
組
む
市
内
蔵
元
に
対
し
、
輸
出
に
係
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
費
の
一
部
支
援
を
行
う
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
大
曲
駅
の
市

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
市
観
光
物
産
協
会
が
行
う
試
飲
用

地
酒
サ
ー
バ
ー
設
置
に
対
し
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
米
粉
麺
等
を
製
造
し
全
国
展
開
に
取
り
組
む
事
業
者
に
対

し
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
費
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

 

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

 

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

今
回
の
財
源
に
な
っ
て
い
る
市
債

に
つ
い
て
、
交
付
税
算
入
さ
れ
る

か
な
ど
に
つ
い
て
、
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

今
回
の
財
源
に
な
っ
て
い
る
緊
急

自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債
は
、

可
搬
式
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
90

パ
ー
セ
ン
ト
、
排
水
ポ
ン
プ
車
に

つ
い
て
は
、
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト

起
債
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
、
翌

年
度
以
降
そ
の
70
パ
ー
セ
ン
ト
が

交
付
税
算
入
さ
れ
る
。

市
内
に
ラ
イ
ス
ヌ
ー
ド
ル
を
製
造

す
る
事
業
者
を
誘
致
し
た
が
、
販

売
さ
れ
た
と
い
う
話
が
聞
こ
え
て

来
な
か
っ
た
た
め
、
確
認
し
た
と

こ
ろ
市
内
で
作
付
け
さ
れ
て
い
る

米
は
ラ
イ
ス
ヌ
ー
ド
ル
の
製
造
に

向
い
て
い
な
い
と
伺
っ
た
。
今
回

補
正
予
算
を
計
上
し
た
と
い
う
こ

と
は
、
ラ
イ
ス
ヌ
ー
ド
ル
に
適
し

た
大
仙
市
産
米
を
入
手
出
来
る
見

通
し
が
た
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

ラ
イ
ス
ヌ
ー
ド
ル
の
製
造
に
適
し

た
令
和
５
年
産
米
を
作
付
け
し
て

い
る
農
家
が
市
内
に
お
り
、
確
保

で
き
る
予
定
と
伺
っ
て
い
る
。

Q

Q

A

A

〈
議
案
第
145
号
〉
令
和
５
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

〈
議
案
第
122
号
〉
令
和
５
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

導入予定の排水ポンプ車のイメージ

試飲用地酒サーバー（イメージ）
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○
選
挙
執
行
経
費
に
関
連
し
て
、
投
票
率
向
上
の
取

り
組
み
と
し
て
、
若
年
層
な
ど
の
移
動
期
日
前
投
票

所
の
開
設
や
商
業
施
設
で
の
開
設
な
ど
鋭
意
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
高
齢
者
な
ど
へ
の

投
票
の
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
中
山
間
地

な
ど
の
移
動
投
票
所
を
増
や
す
必
要
性
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
で
検
討
さ
れ
た
い
。

○
防
災
対
策
全
般
の
取
り
組
み
に
関
連
し
て
、
ハ
ー

ド
設
備
・
整
備
が
必
要
な
部
分
に
つ
い
て
は
早
急
な

予
算
措
置
を
し
て
、
未
然
防
止
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
市
の

防
災
力
（
自
助
・
公
助
）
を
高
め
る
に
は
、
各
地
域

の
自
主
防
災
組
織
の
協
力
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
に
も
年
数
回
は
関
係
機
関
が
一
堂

に
会
す
る
実
践
的
な
活
動
を
実
施
す
る
な
ど
災
害
に

備
え
る
対
策
に
努
め
ら
れ
た
い
。

○
地
方
創
生
推
進
経
費
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
さ

ら
な
る
浸
透
と
、
民
間
事
業
者
と
連
携
し
て
進
め

て
い
る
大
仙
市
産
食
材
を
活
用
し
た
共
同
開
発
メ

ニ
ュ
ー
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、
全
市
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
み
を
進
め
ら
れ
た
い
。
庁
内
に
お
け
る
横
の
連

絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
豊
か
な
自
然
な
ど
本
市
に
あ

ふ
れ
る
地
域
資
源
を
活
か
し
、
将
来
に
わ
た
り
持
続

的
に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
な
げ
ら
れ

た
い
。

　
９
月
４
日
・
５
日
に
三
つ
の
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ

所
管
す
る
部
分
の
令
和
４
年
度
決
算
審
査
が
行
わ

れ
、
９
月
15
日
の
本
会
議
で
、
全
て
の
決
算
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
各
委
員
会
の
主
な
審
査
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

○
債
権
管
理
に
つ
い
て
、
債
権
管
理
課
に
お
い
て
は

滞
納
処
分
に
尽
力
さ
れ
、
成
果
が
出
て
い
る
も
の
と

評
価
で
き
る
。
債
権
管
理
業
務
を
所
管
す
る
課
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
適
正
な
債
権
管
理

を
進
め
ら
れ
た
い
。

○
大
仙
市
太
陽
光
発
電
事
業
特
別
会
計
お
よ
び
大
仙

市
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
財
政
状
況

を
詳
細
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
民
間
企
業
の
会
計

手
法
の
一
つ
で
あ
る
「
貸
借
対
照
表
」
が
有
用
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
作
成
を
検
討
さ
れ
た
い
。

○
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事
業
費
に
つ
い

て
、
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
と
同
様
、
実
施
予

定
と
し
て
い
た
事
業
内
容
に
大
き
な
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、
速
や
か
に
議
会
に
説
明
す
る
な
ど
、
適
切

に
対
応
さ
れ
た
い
。

令
和
４
年
度
決
算
を
認
定

総
務
企
画
常
任
委
員
会

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

令和４年度会計別決算 （単位：円）
会　計　名 歳入（収入） 歳出（支出）

一　般　会　計 50,052,764,151 47,784,053,770 

特
別
会
計

国民健康保険事業 8,541,912,930 8,194,229,139 
後期高齢者医療 1,030,814,532 1,028,784,569 
学校給食事業 1,276,630,731 1,276,546,258 
奨学資金 37,973,335 24,075,462 
企業団地整備事業 199,333,793 199,333,793 
スキー場事業 58,017,885 58,017,885 
太陽光発電事業 154,199,388 131,805,321 
小水力発電事業 942,168 942,168 
財産区（６地区） 13,704,968 4,035,864 

企
業
会
計
※

市立大曲病院事業 収益的収支 900,495,393 876,391,079 
資本的収支 283,765,000 346,017,539 

上水道事業 収益的収支 887,889,961 735,408,834 
資本的収支 5,851,925 376,989,268 

簡易水道事業 収益的収支 1,264,677,789 1,071,852,849 
資本的収支 654,479,931 1,033,287,655 

下水道事業 収益的収支 3,440,433,957 2,813,085,700 
資本的収支 1,616,580,404 2,464,934,425 

合　　　計 70,420,468,241 68,419,791,578 
※�企業会計について、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、損益勘定留保資金等で補てんしました。

本会議第４日　起立採決
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○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
地
域
商
品
券
発
行
事
業
費
（
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
）
に
つ
い
て
、
今
回
監
査
委

員
か
ら
指
摘
さ
れ
た
点
が
あ
っ
た
。
今
後
同
様
な
事

業
を
実
施
す
る
場
合
は
、
資
金
の
適
正
な
管
理
を
前

提
に
一
連
の
業
務
全
体
に
つ
い
て
適
切
に
行
う
の
は

当
然
で
あ
る
が
、「
市
民
の
た
め
に
」
や
「
少
し
で

も
早
く
事
業
者
に
換
金
で
き
る
よ
う
に
」
と
取
り
組

ん
だ
姿
勢
自
体
は
評
価
し
、
今
後
に
期
待
し
た
い
。

○
大
仙
市
東
部
エ
リ
ア
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業
費

に
つ
い
て
、
当
初
予
算
説
明
で
当
該
事
業
が
国
庫
補

助
に
採
択
さ
れ
る
前
提
で
説
明
を
受
け
、
委
員
会
審

査
し
、
原
案
可
決
と
し
た
。
令
和
４
年
５
月
９
日
付

け
で
不
採
択
の
通
知
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
時
点
で
委
員
会
協
議
会
等
を
開
催
し
て
い
れ
ば
、

何
か
別
の
方
法
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
出
来
た
か

と
思
う
と
残
念
で
あ
る
。監
査
委
員
の
意
見
と
同
様
、

今
後
は
こ
う
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
適
切
な
説

明
と
事
業
推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

○
「
全
国
へ
届
け
大
仙
の
味
」
特
産
品
発
送
支
援
事

業
費
に
つ
い
て
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

た
事
業
で
あ
り
、
大
き
な
経
済
効
果
が
あ
っ
た
。
事

業
者
、
消
費
者
双
方
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
、
大
い

に
評
価
で
き
る
事
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
だ
け
の
経
済

効
果
が
期
待
で
き
る
事
業
で
あ
る
な
ら
ば
、
今
後
さ

ら
に
工
夫
し
事
業
展
開
を
さ
れ
た
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

反
対
討
論

賛
成
討
論

第３回定例会賛否一覧

会派・議員名

議案等名

議
決
結
果

大地の会 だいせんの会 新政会 公明党
市
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

鎌
田　
　
正

金
谷　
道
男

大
山　
利
吉

佐
藤　
育
男

後
藤　
　
健

山
谷　
喜
元

安
達　
成
年

青
柳　
友
哉

高
橋　
敏
英

佐
藤　
芳
雄

古
谷　
武
美

石
塚　
　
柏

橋
村　
　
誠

髙
橋　
徳
久

戸
嶋
貴
美
子

渡
邉　
秀
俊

小
松　
栄
治

小
笠
原
昌
作

橋
本　
琢
史

本
間　
輝
男

秩
父　
博
樹

挽
野　
利
恵

佐
藤　
隆
盛

佐
藤　
文
子

議案第125号　令和４年度大仙市一般会計
歳入歳出決算の認定について 認定○○○○議長○○○○○欠○○○○○○○○○○○○●

議案第127号　令和４年度大仙市後期高齢
者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定○○○○議長○○○○○欠○○○○○○○○○○○○●

賛成者は○、反対者は●、欠席者は「欠」とします。議長は採決に加わりません。

佐
藤　
文
子　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

令
和
４
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
当
初
予
算
審
議
で
、
国
の
地
方
財
政
計
画
に
基
づ

き
、
行
政
の
ね
じ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
化
を
強
く
推
進
す
る
内
容
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
し
た
が
、
本
決
算
は
そ
の
執
行
で
あ

り
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
大
仙
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算
審
議
で
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
所
得
割
で
は
わ
ず
か
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
も
の
の
、
均
等
割
に
お
い
て
年
間
１
２
１
０
円
引
き
上
げ

ら
れ
、
高
齢
者
の
負
担
増
と
な
る
保
険
料
徴
収
予
算
で
あ
る
こ

と
か
ら
反
対
し
た
が
、
本
決
算
は
そ
の
執
行
で
あ
り
、
認
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

安
達　
成
年　
議
員
（
大
地
の
会
）

　
一
般
会
計
「
歳
入
」
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
課
税
、
公
平
な

徴
収
に
よ
る
着
実
な
確
保
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
納
税

な
ど
の
増
に
よ
り
、
自
主
財
源
は
伸
び
て
い
る
。

　
「
歳
出
」
に
つ
い
て
は
、
予
算
に
対
す
る
執
行
率
が
92
パ
ー

セ
ン
ト
で
、
実
質
収
支
額
、
実
質
収
支
比
率
と
も
下
が
っ
て
は

い
る
が
、
こ
れ
は
、
投
資
的
経
費
の
普
通
建
設
事
業
費
に
お
い

て
、
前
年
度
対
比
、
約
４
億
６
８
０
０
万
円
、
11
・
７
パ
ー
セ

ン
ト
増
で
、
重
点
事
業
へ
の
投
資
が
積
極
的
に
図
ら
れ
た
結
果

で
あ
る
。
決
算
の
状
況
全
般
に
つ
い
て
は
、予
算
を
適
正
か
つ
、

お
お
む
ね
効
率
的
に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
特
に
老
松
市
長
の
行

財
政
運
営
を
高
く
評
価
し
、
賛
成
す
る
。
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聞
い
て
み
た
い
な

　
　
　
こ
ん
な
こ
と

一
般
質
問
と
は
？

質
問
議
員
８
人　
質
問
項
目
14
件

一
般
質
問

　

皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
関
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
の
適
用
拡
大
に

向
け
、
調
査
を
実
施
し
て
は
ど

う
か
。

ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
障
害
者
手
帳
の
情
報

を
登
録
し
、
登
録
画
面
を
提
示

す
る
こ
と
に
よ
り
手
帳
の
所
有

者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
現
在
、
公
共
交

通
機
関
や
施
設
等
の
障
害
者
減

免
の
手
続
き
の
際
は
、
手
帳
の

提
示
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、

ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
の
利
用
を
可
能

と
す
る
こ
と
で
手
帳
を
携
帯
す

る
必
要
が
な
く
な
る
。
こ
の
ミ

ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
を
本
人
確
認
の
方

法
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に

は
、
申
請
を
受
け
付
け
る
利
用

施
設
等
が
、
紙
の
手
帳
に
代
え

て
、
こ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
表
示
さ
れ
た
情
報
で
の

確
認
を
可
能
と
す
る
必
要
が
あ

る
。
障
害
者
手
帳
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
身

体
的
お
よ
び
心
理
的
負
担
の
軽

　
一
般
質
問
の
全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
各
議
員
顔
写
真
の
下
に
あ

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

QA

減
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
生

活
の
利
便
性
の
向
上
に
資
す
る

も
の
で
あ
る
の
で
、
庁
内
で
の

調
査
を
行
い
、
関
係
部
署
と
も

連
携
し
な
が
ら
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ

が
利
用
で
き
る
体
制
を
構
築
し

た
い
。
民
間
事
業
者
等
に
お
け

る
適
用
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
拡

大
さ
れ
る
よ
う
周
知
に
努
め
た

い
。

障
が
い
者
の
移
動
や
暮
ら
し
の

利
便
性
向
上
に
つ
い
て

秩父　博樹
（公明党）
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文部科学省が教職員向けに示した資料
文部科学省ＨＰより引用

大
仙
市
な
ら
び
に
大
仙
市
教
育

委
員
会
の
性
同
一
性
障
が
い
や

性
的
指
向
・
性
自
認
に
係
る
、

児
童
生
徒
等
に
対
す
る
き
め
細

か
な
対
応
等
の
実
施
に
つ
い
て

伺
う
。

各
小
・
中
学
校
に
お
い
て
は
、

児
童
生
徒
の
発
達
段
階
を
踏
ま

え
、
性
の
多
様
性
に
配
慮
し
た

取
り
組
み
や
環
境
づ
く
り
が
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
校
の

保
健
体
育
や
道
徳
の
時
間
、
社

会
科
等
の
授
業
の
中
で
、
性
の

多
様
性
に
つ
い
て
も
学
ぶ
機
会

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
等
に
お
い
て
、
ど

の
程
度
の
相
談
件
数
が
あ
っ
た

も
の
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
教
育
委
員
会

と
し
て
把
握
し
て
い
る
相
談
は

な
い
。

生
活
基
盤
の
イ
ン
フ
ラ（
水
道
）

整
備
は
市
の
予
算
が
原
則
と
捉

え
る
が
。

公
営
の
水
道
事
業
は
、
独
立
採

算
制
が
重
要
な
要
素
で
あ
り
、

市
内
の
住
環
境
の
実
情
に
適
し

た
効
率
的
な
飲
用
水
供
給
に
つ

な
が
る
整
備
を
関
係
部
署
の
連

携
に
よ
り
実
施
し
て
い
き
た

い
。

共
同
飲
用
水
道
施
設
整
備
費
補

助
金
に
つ
い
て
、
補
助
率
と
上

限
額
を
設
定
し
て
い
る
が
、
な

ぜ
新
設
２
分
の
１
、
改
良
３
分

の
１
の
率
な
の
か
、
上
限
額
だ

け
の
補
助
金
で
よ
い
の
で
は
な

QQ

Q

QQ

A

A

A

A

A

生
徒
の
男
女
別
制
服
等
の
自
由

化
に
つ
い
て
。

市
内
の
中
学
校
10
校
中
９
校
で

女
子
生
徒
が
ス
ラ
ッ
ク
ス
を
選

べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
男

子
生
徒
が
ス
カ
ー
ト
の
着
用
を

希
望
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、

生
徒
本
人
や
保
護
者
の
心
情
を

踏
ま
え
、
安
心
し
た
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い

く
。

こ
の
他
、
大
仙
市
に
お
け
る
Ｅ

Ｖ
充
電
設
備
の
充
実
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

い
か
。
簡
易
水
道
等
施
設
整
備

費
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
規
模

が
違
う
た
め
上
限
額
を
上
げ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

補
助
率
は
「
大
仙
市
補
助
金
等

の
適
正
に
関
す
る
条
例
」
の
交

付
基
準
に
準
拠
し
た
も
の
と
認

識
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
の
補
助

金
も
現
状
の
制
度
運
用
で
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
水

道
は
市
民
の
暮
ら
し
に
直
結
す

る
部
分
で
あ
る
の
で
、
支
援
の

継
続
と
故
障
時
の
給
水
活
動
な

ど
に
も
し
っ
か
り
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
。

（
再
質
問
に
よ
り
、
補
助
率
に

つ
い
て
は
今
後
調
査
研
究
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。）

こ
の
他
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
基
盤
を
支
え
る
公
民
館
等
の

役
割
に
つ
い
て
お
よ
び
公
用
バ

ス
の
運
行
等
の
方
針
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に

大
仙
市
共
同
飲
用
水
道
施
設
お
よ
び
簡
易

水
道
等
施
設
整
備
費
補
助
金
に
つ
い
て

戸嶋貴美子
（だいせんの会）

安達　成年
（大地の会）
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災
害
発
生
時
に
は
、
大
仙
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｆ
Ｍ
は
な
び
か

ら
情
報
発
信
し
て
い
る
が
、
大

仙
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
は
市
民
の
何
パ
ー
セ
ン

ト
か
。

本
年
７
月
末
現
在
で
９
，
５
４

０
人
が
登
録
し
て
お
り
、
昨
年

同
期
と
比
較
し
４
，
３
３
８
人

増
加
し
て
い
る
。
こ
の
人
数

に
は
、
市
民
以
外
の
方
も
含

ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

が
、
本
年
７
月
末
現
在
の
人
口

７
万
５
，
６
７
３
人
で
割
合
を

求
め
る
と
、
12
・
６
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
る
。

今
後
ど
の
よ
う
な
防
災
・
減
災

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

築
堤
工
事
が
進
み
、
外
水
に
よ

る
氾
濫
は
軽
減
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
よ
り
氾
濫
箇
所
の

変
化
、
あ
る
い
は
内
水
氾
濫
の

増
大
が
新
た
な
課
題
と
な
っ
て

共
同
通
信
は
、
全
国
市
町
村
長

を
対
象
に
、
政
府
が
進
め
る
現

行
の
健
康
保
険
証
廃
止
な
ど
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
よ
う
で
あ
る
が
、
市
長
は
ど

の
よ
う
に
回
答
さ
れ
た
の
か
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
連
し
て
、

２
０
２
４
年
秋
に
従
来
の
健
康

保
険
証
を
廃
止
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化
す
る
方

針
を
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
に

つ
い
て
、
予
定
ど
お
り
健
康
保

険
証
を
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
と

回
答
し
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
は
、
議
員
ご
指
摘
の

と
お
り
、
全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
が
報
じ
ら
れ
て
お

QQ

Q

AA

A

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
引
き
続

き
、
国
・
県
に
対
し
対
策
を
要

望
す
る
と
と
も
に
、
市
と
し
て

は
、
排
水
ポ
ン
プ
車
や
排
水
ポ

ン
プ
の
増
強
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
の

さ
ら
な
る
推
進
な
ど
、
ハ
ー
ド

面
の
強
化
に
加
え
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
更
新
、
Ｗ
ｅ
ｂ
版
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
利
活
用
促
進

な
ど
ソ
フ
ト
面
の
対
策
も
強
化

し
て
い
く
。

り
、
本
市
で
も
こ
の
状
況
を
重

く
受
け
止
め
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
行
の
健
康
保
険
証

で
は
、
資
格
喪
失
後
の
健
康
保

険
証
の
使
用
等
に
よ
る
過
誤
請

求
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
マ
イ
ナ
保
険
証
が
普
及

す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
問
題

を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
後
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
適
切
な
運
用
を
大
前
提
に
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
な
ら
び

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活

用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便

性
向
上
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

こ
の
他
、
学
校
給
食
の
無
償
化

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
マ
イ

ナ
保
険
証
に
つ
い
て

橋本　琢史
（新政会）

佐藤　文子
（日本共産党）

大仙市公式ＬＩＮＥからの通知受
信画面
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来
年
度
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る

保
育
料
無
償
化
は
、
ど
の
子
育

て
家
庭
に
も
経
済
的
支
援
が
等

し
く
な
け
れ
ば
、
公
平
性
を
欠

く
と
思
う
。
産
休
後
す
ぐ
に
預

け
ら
れ
な
か
っ
た
、
ま
た
は
、

育
児
休
暇
を
取
得
し
た
後
に
預

け
る
選
択
を
し
た
家
庭
に
、
在

宅
保
育
期
間
保
育
料
相
当
ま
た

は
在
宅
保
育
に
対
す
る
支
援
給

付
が
で
き
な
い
も
の
か
。

保
育
料
は
世
帯
の
所
得
に
よ
っ

て
額
に
違
い
が
あ
る
が
、
保
育

施
設
の
人
件
費
や
施
設
管
理
費

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
経
費
分
を
含

ん
で
お
り
、
個
々
の
ご
家
庭
で

の
保
育
に
要
す
る
経
費
と
し

QA

て
、
保
育
料
相
当
分
を
給
付
す

る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。
保
育
料
の
無
償
化

は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
し
、
保
育
施
設
に
入

所
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た

め
に
検
討
し
て
い
る
も
の
で
は

あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

よ
り
在
宅
で
保
育
す
る
ご
家
庭

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
、

現
在
、
市
単
独
で
実
施
し
て
い

る
副
食
費
相
当
の
支
援
を
基
本

に
、
子
育
て
支
援
制
度
等
検
討

会
議
に
お
い
て
検
討
す
る
よ
う

に
指
示
し
て
お
り
、
来
年
度
に

向
け
、制
度
設
計
を
し
て
い
く
。

こ
の
他
、
竜
王
戦
に
向
け
た
角

間
川
旧
三
家
周
辺
の
環
境
整
備

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

挽野　利恵
（公明党）

水
難
事
故
防
止
に
と
っ
て
水
泳

教
育
は
重
要
と
考
え
る
が
、小・

中
学
校
の
水
泳
の
実
技
指
導
に

つ
い
て
、
学
習
指
導
要
領
上
の

位
置
づ
け
は
。
ま
た
、
小
・
中

学
校
数
に
対
す
る
稼
働
中
の
水

泳
場
（
学
校
プ
ー
ル
）
の
数
を

伺
う
。

小
学
校
低
学
年
で
は
、
水
に
慣

れ
親
し
む
水
遊
び
、
中
学
年
で

は
も
ぐ
る
、
浮
く
な
ど
の
基
本

的
な
動
き
を
指
導
す
る
水
泳
運

動
、
高
学
年
で
は
ク
ロ
ー
ル
と

平
泳
ぎ
お
よ
び
背
浮
き
な
ど
安

全
確
保
に
つ
な
が
る
運
動
、
中

学
校
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
泳
法

お
よ
び
効
率
的
に
泳
ぐ
技
能
の

習
得
な
ど
、
児
童
生
徒
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
実
技
の
指
導
が

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。な
お
、

稼
働
中
の
学
校
プ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
小
学
校
で
は
20
校
全
て

に
専
用
の
プ
ー
ル
が
あ
り
、
中

学
校
で
は
、
10
校
中
、
稼
働
し

て
い
る
プ
ー
ル
は
大
曲
中
学
校

QA

の
み
で
あ
る
。
水
泳
指
導
に
つ

い
て
は
、
学
校
お
よ
び
そ
の
近

く
に
適
切
な
水
泳
場
が
な
い
場

合
は
、
実
技
の
指
導
を
扱
わ
な

い
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
、
学
校
の
実
情
に

応
じ
た
着
衣
水
泳
等
の
実
現
の

可
能
性
に
つ
い
て
、
各
中
学
校

と
協
議
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
水
泳
教
室
と
水
泳
場

施
設
の
充
実
に
つ
い
て

山谷　喜元
（大地の会）
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Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
、
指
定
管
理
者
制

度
以
外
の
公
民
連
携
手
法
を
導

入
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

６
月
定
例
会
に
て
補
正
予
算
を

ご
承
認
い
た
だ
い
た
「
屋
内
遊

び
場
施
設
整
備
事
業
」
の
基
本

計
画
の
策
定
業
務
の
中
で
、
民

間
資
金
等
を
活
用
し
た
整
備
手

法
と
の
比
較
を
行
う
な
ど
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て

も
検
討
を
行
う
予
定
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
国
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の

手
法
導
入
の
優
先
的
検
討
規
程

を
令
和
５
年
度
末
ま
で
に
人
口

10
万
人
以
上
の
全
自
治
体
で
導

入
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お

り
、
人
口
10
万
人
未
満
の
当
市

に
お
い
て
も
、
必
要
に
応
じ
て

QA

同
様
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

が
望
ま
し
い
と
指
針
が
出
さ
れ

て
い
る
。
市
で
は
、
国
の
指
針

に
沿
っ
て
優
先
的
検
討
規
程
を

策
定
し
、
円
滑
か
つ
実
効
的
に

優
先
的
検
討
が
行
え
る
よ
う

に
、
よ
り
多
く
の
民
間
事
業
者

が
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
市
場
調
査

に
参
加
で
き
る
よ
う
、
効
果
的

な
周
知
や
直
接
的
な
対
話
な
ど

を
通
じ
な
が
ら
、
民
間
事
業
者

の
発
案
等
を
事
業
化
の
前
段
階

に
お
い
て
、
取
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
考

え
て
ま
い
り
た
い
。

こ
の
他
、
市
所
有
温
泉
施
設
の

宿
泊
料
金
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

公
共
施
設
の
新
設
、
建
て
替
え

に
つ
い
て

青柳　友哉
（大地の会）

大仙市公共施設等総合管理計画
【全体計画】（市ＨＰ掲載）

　
８
月
21
日
、
農
事
組
合
法
人
「
大
地
」
（
協

和
・
稲
沢
地
区
）
の
主
力
作
物
で
あ
る
ト
マ
ト

の
ハ
ウ
ス
栽
培
お
よ
び
同
法
人
が
運
営
す
る
直

売
所
「M

マ

ザ

ー

other E

ア

ー

ス

arth

」
な
ら
び
に
大
仙
市

協
和
内
水
面
漁
業
近
代
化
施
設
（
蓄
養
殖
施

設
）
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
「
大
地
」
の
鈴
木
代
表
理
事
よ

り
、
ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
栽
培
に
係
る
経
営
概
要

や
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
ま
た
、
鈴
木
代

表
理
事
の
娘
の
佐
川
亜
希
子
さ
ん
か
ら
は
、
直

売
所
「M

other Earth

」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
伺
い
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
水
稲
や

施
設
・
露
地
野
菜
の
栽
培
だ
け
で
な
く
、
直
売

所
の
経
営
や
加
工
品
の
製
造
・
販
売
ま
で
幅
広

く
取
り
組
ま
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
情
報

発
信
を
積
極
的
に
行
い
、
販
路
拡
大
に
向
け
た

環
境
整
備
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
蓄
養
殖
施
設
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

導
入
し
た
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
２
台
等
の
設
置
・

稼
働
状
況
を
現
地
確
認
し
ま
し
た
。
今
年
２
月

に
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
を
導
入
し
た
成
果
も
あ
り
、

７
月
の
大
雨
の
際
は
、
昨
年
度
の
よ
う
な
養
殖

魚
の
被
害
は
な
か
っ
た
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
前
委
員
長　
髙
橋　
徳
久　
記
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

農事組合法人「大地」視察の様子大仙市協和内水面漁業近代化施設（蓄養殖施設）視察の様子

ＰＦＩ…�Private Finance Initiativeとは、民間の資金、経営能力および技術的能力を活用して、公共施設等の建設、維
持管理、運営等を行う手法

サウンディング…民間事業者との意見交換等を通し、事業に対してさまざまなアイデアや意見を把握する調査
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何
を
す
る
委
員
会
な
の
？

市
議
会
だ
よ
り
は
ど
う
や
っ

て
つ
く
っ
て
い
る
の
？

市
政
懇
談
会
に
は
ど
う
関
わ

っ
て
い
る
の
？

　
９
月
３
日
に
、
大
仙
市
畜
産
振
興
議
員
連
盟
で
「
第
99
回 

県
畜
産
共
進
会
」

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
（
会
場
は
あ
き
た
総
合
家
畜
市
場
（
由
利
本
荘
市
）
）

　
県
内
生
産
者
が
育
て
た
乳
用
牛
や
肉
用
牛
合
わ
せ
て
37
頭
が
出
品
さ
れ
、
発
育

状
況
等
に
つ
い
て
、
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
共
進
会
の
付
帯
行
事
で
あ
る
、
高
校
生
、
女
性
お
よ
び
若
手
後
継
者
が

参
加
す
る
競
技
「
和
牛
審
査
競
技
会
」
の
視
察
も
行
い
ま
し
た
。

　
生
産
者
の
皆
さ
ま
の
生
の
声
を
聞
き
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
畜
産
振
興
お
よ
び
支
援
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広報広聴常任委員が担当した市
政懇談会（はなび・アム会場）

広報広聴常任委員会協議会の様子

大
仙
市
畜
産
振
興
議
員
連
盟
が

　
　
　
　
秋
田
県
畜
産
共
進
会
を
視
察
し
ま
し
た
。

特
集

～
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
っ
て
、
ど
ん
な
し
ご
と
？
～

ギ
カ
イ
●
し
ご
と

の

議
会
の
活
動
を
市
議
会
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

通
じ
て
周
知
す
る
「
広
報
」
活
動
と
、
議
会
へ
の
意
見
や
要
望
に
つ
い
て

市
政
懇
談
会
等
を
通
じ
て
聴
く
「
広
聴
」
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
定
例
会
に
つ
き
３
回
、
編

集
委
員
会
を
開
催
し
、
掲
載

す
る
内
容
や
写
真
、
レ
イ
ア
ウ
ト
に

つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
、「
読
み

や
す
さ
」
に
こ
だ
わ
っ
た
紙
面
づ
く

り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
き
か
せ
て
！
あ
な
た
の
ミ
ラ
イ
」

の
記
事
は
、委
員
が
担
当
し
て
お
り
、

小
学
生
に
実
際
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
、
作
成
し
て
い
ま
す
。

市
政
懇
談
会
の
内
容
や
会
場

は
委
員
会
で
協
議
し
、
決
定

し
て
い
ま
す
。
地
域
ご
と
の
意
見
交

換
テ
ー
マ
の
設
定
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
開
催
な
ど
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う

検
討
を
行
い
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
政
懇
談
会
で
い
た
だ
い
た
ご
要

望
等
は
、
委
員
会
で
確
認
し
、
市
議

会
だ
よ
り
等
に
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。

Q1Q2

Q3

AA

A
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各常任委員会審査（決算含む）

日 月 火 水 木 金 土
11/26 27 28 29 30 12/1 2

本会議
議案等上程

3 4 5 6 7 8 9

本会議
一般質問

本会議
一般質問

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

本会議
委員長報告等

※定例会日程は変更される場合があります。
　変更内容は、議会ホームページでお知らせします。

こちらのＱＲコードからメールを
作成いただけます。

きかせて！あなたのミライ
大仙市の小学生が将来の夢を語るコーナーです。

本
ほん

間
ま

　陽
ひな

翔
と

　さん　（西仙北小学校６年）

■ぼくが野球を始めたきっかけは、祖父、
父兄、おじの存在が大きいです。小学校
３年生から入部し、最高のチームメート
に恵まれ、楽しく、のびのび野球ができ
ています。みんなのおかげで現在、楽天
ジュニアにも選ばれ、毎週末仙台市へ行
き、東北６県から選ばれた16人の仲間た
ちと、技術、礼儀、食育トレーニングを
行っています。主にサードと外野手を担
当しています。　■将来は、この楽天
ジュニアでの経験を生かし、父やおじの
ように甲子園に出場し活躍したいです。
そして刈和野で一番盛り上がる大綱引き
に貢献できたらいいなあと思っています。
また、野球が休みの時は、友達や兄さん
と遊んだり、会話をしたりすることが、
ぼくのリフレッシュです。

■七月の豪雨により、各地域には大きな爪痕を残し今年の夏が始まりました。
記録的な猛暑が連日続き、人や農作物などさまざまなところに影響が起き、
年々変わりゆく異常気象にどのように対応していけばいいか悩みは尽きませ
ん。■さて、この度広報広聴常任委員会の委員が入れ替わり、新体制でスター
トしております。前号から「あなたのギカイ」としてリニューアルした広報
はどうでしたか？市民の皆さんへ、議会でどのような議論をしているのか、
どのような活動をしているかなどを伝える大事な情報誌です。市民の方々が
安全で安心して暮らせるまちづくりの現状、また、未来ある子どもたちが議
会はもちろん大仙市に興味を持ってもらえる誌面作りに心がけていきます。

大仙市議会公式Facebookで議会の情報を発信しています

12月定例会 市議会だよりのご感想などをおよせください
市議会だよりのご感想や大仙市議会に対するご意見、ご要望など
を次の方法により、議会事務局へおよせください。
①郵　送　・宛先：〒 014-8601　大仙市大曲花園町 1 番 1 号
　　　　　　　　　　　　　　大仙市議会事務局あて
②ＦＡＸ　・番号：0187-62-8822（議会事務局専用）
③メール　・アドレス：gikai@city.daisen.lg.jp

議会の傍聴について
本会議および委員会は公開さ
れており、傍聴することがで
きます。
傍聴をご希望の方は、議会開
会日に、大仙市役所３階議会
事務局窓口までお越しくださ
い。

請願・陳情について
12月定例会で審査される請
願・陳情は、11月17日（金）
までに提出されたもので、そ
れ以降に提出されたものは、
次の定例会での審査となりま
す。

各常任委員会審査

編
後
集
記

委員長

橋本　琢史
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